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吉森徹夫さん
新副団長

小林政和 さん
新団長

和田啓 さん
前団長

黒下利夫 さん

まちの話題

　

1
月
28
日
に
吉
森
徹
夫
さ
ん
が
︑
3
月
27

日
に
末
長
靖
夫
さ
ん
が
︑
満
90
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
︑
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
︑
町

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
︑
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
末
長
靖
夫
さ
ん
は
お
名
前
の
み
の

掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

こども園

小学校

中学校

厚
生
功
労
者
表
彰

　

春
の
柔
ら
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
た
4

月
︑
町
内
の
こ
ど
も
園
︑
小
・
中
学
校
で

そ
れ
ぞ
れ
入
園
進
級
式
・
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
︒

　

本
年
度
は
︑
こ
ど
も
園
に
29
名
︑
小
学

校
に
52
名
︑
中
学
校
に
60
名
の
新
入
生
が

仲
間
入
り
し
ま
し
た
︒
新
し
い
制
服
や
カ

バ
ン
に
身
を
包
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
︑
こ

れ
か
ら
始
ま
る
新
生
活
へ
の
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
︑
希
望
に
満
ち
た
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
︒

　

ご
入
園
進
級
・
ご
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
︑

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
新
し

い
環
境
で
の
生
活
は
︑
時
に
緊
張
や
不
安

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
︒
し
か
し
︑
周
り

に
は
温
か
く
見
守
る
家
族
や
先
生
︑
地
域

の
方
々
が
い
ま
す
︒
失
敗
を
恐
れ
ず
に
︑

た
く
さ
ん
の
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
︑
実
り
豊
か
な
学
校
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
︒

　

3
月
31
日
付
け
で
前
和
木
町
消
防
団
長

の
黒
下
利
夫
さ
ん
が
定
年
を
迎
え
︑
４
月

１
日
付
け
で
新
た
な
消
防
団
長
と
し
て
和

田
啓
さ
ん
が
町
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
︒

　

和
田
団
長
は
現
在
勤
続
22
年
で
︑
副
団

長
を
経
て
こ
の
た
び
消
防
団
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
︒
ま
た
同
時
に
︑
第
1
分
団
の

副
分
団
長
で
あ
っ
た
小
林
政
和
さ
ん
が
副

団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
︒

　

お
二
人
に
は
こ
れ
か
ら
も
︑
ま
す
ま
す
︑

消
防
・
防
災
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

　

ま
た
︑
こ
の
た
び
定
年
を
迎
え
ら
れ
て

退
団
さ
れ
ま
し
た
黒
下
前
消
防
団
長
は
︑

29
年
の
永
き
に
わ
た
り
︑
消
防
団
員
と
し

て
の
職
務
に
精
励
さ
れ
︑
各
方
面
で
ご
活

躍
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
黒
下
さ
ん
︑
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

和
木
町
消
防
団
長
に

　
　
　
　
　

 

和
田
啓
さ
ん

入
園
進
級
・
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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安全運転をお願いします

左：松田さん　右：松村さん

ランドセルに取り付けました

まちの話題

　

3
月
25
日
～
31
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
国
際
大
会

﹁2
0

2
6

 B
la

ck
to

w
n

 J
u

n
io

r 
International C

hallenge

﹂
が

開
催
さ
れ
︑
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
見

事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
︒
こ
の
大
会

に
は
和
木
小
学
校
6
年
生
の
松
村
心

葵
さ
ん
︑
松
田
吾
香
さ
ん
が
出
場
し
︑

地
元
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し

た
︒
松
村
さ
ん
は
全
6
試
合
に
1
番

で
主
に
投
手
︑
セ
ン
タ
ー
で
出
場
︒

18
打
席
14
打
数
7
安
打
3
四
死
球
5

打
点
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
︒
松
田

さ
ん
は
主
に
8
番
サ
ー
ド
で
出
場
し
︑

9
打
席
7
打
数
2
安
打
2
四
死
球
1

打
点
の
成
績
を
残
し
︑
と
も
に
チ
ー

ム
の
勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
︒
対
戦

結
果
は
な
ん
と
6
戦
全
勝
︒
6
試
合

を
わ
ず
か
1
失
点
に
抑
え
︑
圧
倒
的

な
強
さ
で
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
︒

　

4
月
14
日
︑
役
場
前
で
﹁
ス
ピ
ー
ド
ダ

ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
︒

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
︑
和
木
こ
ど
も
園

の
年
長
園
児
39
名
が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
に
﹁
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
お
願
い
し
ま

す
！
﹂
と
元
気
よ
く
呼
び
か
け
︑
交
通
安

全
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
ま
し
た
︒

　

現
在
︑
生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
の

安
全
確
保
を
目
的
と
し
た
﹁
区
域
規
制

︵
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
︶﹂
な
ど
の
速
度
抑
制

対
策
が
全
国
で
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
は
︑
交
通
事
故
の
未
然
防

止
は
も
ち
ろ
ん
︑
万
が
一
の
接
触
時
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
極
め
て
重

要
で
す
︒

　

小
さ
な
手
か
ら
受
け
取
っ
た
願
い
を
胸

に
︑
心
と
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
︑
地
域

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

も
︑
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

地
域
の
安
全
︑
子
ど
も
た
ち
が
守
る
！

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

国
際
大
会
優
勝
！

新入学児童へ
防犯用ブザーを寄贈

　４月１７日、山口県民共済生活協同組合（三浦
靖彦理事長）より、和木小学校の新入学児童に「防
犯用ブザー」をご寄贈していただきました。
　防犯用ブザーには「安心して学校生活を送れ
るように」との願いが込められています。寄贈し
てくださった皆さまの温かいご厚意と活動に対
しまして、厚くお礼申し上げます。

窓口での手続きの際、「職員の声が聞き取り
にくい」と感じたことはありませんか？

軟骨伝導イヤホンは、耳の軟骨を使用して音を伝達
させる仕組みで、以下のような効果があります。

　ご利用を希望される方は、お気軽に窓口職員にお声
掛けください。
設置場所　住民サービス課窓口
問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

１. 小さな声でもはっきりと聞こえる
　　（プライバシー保護）
２. 耳に軽く当てるだけで利用可能
　　（装着時の痛み軽減）
３. イヤホンを耳の奥まで入れない
　　（衛生的）

イヤホン装着図
軟骨ポケット

イヤホン装着図
軟骨ポケット
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　地域包括支援センターは、高齢者のみなさん
が住み慣れた地域で安心した生活を続けられる
ように支援を行う総合機関です。
　高齢者の生活全般に関する様々な相談に保健
師、社会福祉士、介護支援専門員が対応します。

相談受付時間　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　　８:３０～１７:１５
問　地域包括支援センター（保健福祉課内）
　　☎５２－２１９６

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

～ 地域包括支援センターにお気軽にご相談ください ～

①自立した生活を支援します。
　・介護予防の推進
　・高齢者の社会参加の活動支援
　・介護予防・生活支援サービス、介護保険サービス等の調整
②高齢者の権利を守ります。
　・高齢者虐待の防止
　・消費者被害の早期発見と防止
③適切なサービスを提供できるように支援します。
　・主治医や地域の関係機関等との連携
　・ケアマネジャーへの支援や助言

主な支援内容

無料法律相談利用状況

　社会福祉協議会相談室に開設している町民相談室で取り扱った、令和７年度の町民相談並びに無料法律
相談の件数は下記のとおりです。

家 庭 関 係
金 銭 関 係
不 動 産 関 係
そ の 他

合　　　　　計

0
0
0
0
0

相談者数
0
0
0
0
0

件　数
令和８年２月

0
0
2
0
2

相談者数
0
0
2
0
2

件　数
令和７年８月

０（０）
０（０）
２（５）
０（１）
２（６）

相談者数
０（０）
０（０）
２（４）
０（１）
２（５）

件　数
合　　　計開　催

相談コード

（　）内数字は前年度（令和６年度）実績

企 画 総 務 課
住 民 サ ー ビ ス 課
保 健 福 祉 課
都 市 建 設 課
税 務 課
教 育 委 員 会
保健相談センター

合　　　　　計

1
0
0
1
0
0
0
2

相談件数担　当　課
1
0
0
1
0
0
0
2

処理件数
町　　政　　問　　題

※その他とは、問合せ・照会等

家 庭 内 問 題
相 隣 関 係
金 銭 関 係
破 産
そ の 他

合　　　　　計

1
3
0
0
4

8

相談件数相　談　内　容
1
2
0
0
4

7

処理件数
個　　人　　問　　題

町政、個人問題内容別相談業務取扱件数

町 民 相 談 室 の 窓

　体操や認知症予防の講座を開催しています。
毎回、認知症地域支援推進員が認知症に関する心配ごと、
悩みごとの相談に応じます。個室もありますので、お気軽
にご相談ください。
♪認知症を予防したいと思っている人、認知症の人、　

介護をしている人、話し相手が欲しい人等・・・、

　一緒にわきあいあいと楽しみませんか。♪

日　時　５月２５日（月） １３時３０分～１５時
　　　　（時間内　出入り自由）
場　所　総合コミュニティセンター １階 集会室
内　容　ゲームで楽しもう！
参加費　無料
申・問　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

【次回のご案内】
オレンジカフェだより
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田中葵葉 著
保坂和志 著
金子玲介 著
朝井まかて 著
町屋良平 著

宇佐美まこと 著
柚月裕子 著
窪美澄 著
村木嵐 著
小川糸 著

斉藤洋 作、高畠純 絵

くどうれいん 作、及川賢治 絵
かねこまき 作

柴田ケイコ 作

山口恵以子 作、彩田花道 絵
内田麟太郎 作、山本孝 絵

なかがわちひろ 作
朝比奈あすか 作、石山さやか 絵

さとうわきこ 作

なかえよしを 作、上野紀子 絵

＜CD＞
☆ ＴＨＥ ＢＬＡＣＫ ○ ＡＬＢＵＭ 

／ ＤＲＥＡＭＳ ＣＯＭＥ ＴＲＵＥ
☆ ［ＳＫＡ］ＳＨＯＷＤＯＷＮ 

／ 東京スカパラダイスオーケストラ
☆ ＴＨＥ ＢＡＤＤＥＳＴ －Ｓｏｎ ｏｆ Ｒ＆Ｂ－ 

／ 久保田利伸
☆ 禁じ手 ／ 椎名林檎
☆ 心音 ／ ゆず

＜一般書＞
『風待みなと博物館』
『鉄の胡蝶は』
『私たちはたしかに光ってたんだ』
『豆は煮えたか』
『ＩＤＯＬ』
『白と黒のソナタ』
『誓いの証言』
『君の不在の夜を歩く』
『天領の鷹』上・下
『食堂巡礼』

＜児童書・絵本＞
『幕末の宙』
『ぜんぶやりたい まにちゃん』

『フラフープ！』
『パンダのおさじとぱんだっこちゃん』

『給食のおばちゃん 食べるのは苦手』

『おばけのそこぢから』
『もしかしてキセキ』
『あの子は一番』
『いたずらからす』
『ねずみくんの花ことば』

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

日 月 火 水 木 金 土
1 2

5 63 4 87 9
12 1310 11 1514 16
191817 20 22 2321
2625 27 29 3028

５月の休館日

24
31

●図書館の資料の検索や資料の予約、貸出資料の延長がご家庭からできます。
ご利用には、パスワードの登録が必要です。図書館窓口で申請してください。
また、スマートフォンの利用者メニューからＷｅｂ利用者カードを提示できるよ
うになりました。
利用者カードを忘れた際にも便利です。ぜひご活用ください。
詳しくは窓口までどうぞ。
【和木図書館ＨＰのアドレス】http//www.waki-toshokan.jp/

日時　５月１６日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
場所　おはなしの部屋
おはなし会サークル『ゆびとま』

☆５月のおはなし会☆

こども読書週間
　４月２３日（木）から５月
１２日（火）までは、２０２６
年第６８回「こどもの読書
週間」です。

☆田中葵葉さん展示コーナー☆

和木町出身の作家 田中葵葉さんの
小説『風待みなと博物館』の展示
コーナーを設置しました。
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578

☆よろしくお願いします！
　家庭教育支援チーム「はっちーず」です！
　４月９日、和木小学校の入学式終了後、式場にて新入生
の保護者の皆さまに「はっちーず」の活動をご説明する貴
重な時間をいただきました。新１年生の中には、新しくは
じまる小学校生活に不安を持つ子もいます。同じようにお
子さんを送り出す保護者の皆さまの中にも不安な気持ちを
持たれたり、上級生のお父さ
んお母さんに質問したいこと
があったりするかもしれませ
んね。「はっちーず」は、そ
んな気持ちを受け止め、つな
げるチームです。これから、
毎月開催する「ちょこの会」
等で一緒にお話しましょう。

＊「昔あそび体験」
期日　５月１３日～２月２４日（毎週水曜日）
　　　（夏休み、冬休みは、実施なし）
時間　１５時３０分～１７時３０分
場所　体育センター

＊「サッカー体験」
期日　４月２１日（火）、５月２６日（火）
時間　１７時３０分～１９時
場所　小学校グラウンド

＊「ソフトボール体験」
期日　４月２４日（金）、５月１日（金）
時間　１７時３０分～１８時３０分
場所　小学校グラウンド

＊「野球体験」
期日　５月２５日（月）、６月１日（月）
時間　１７時～１８時３０分
場所　小学校グラウンド

＊「バレー体験」
期日　６月４日（木）、６月１１日（木）
時間　１７時３０分～１９時
場所　体育センター

＊「ミニバス体験」
期日　６月１８日（木）、６月２５日（木）
時間　１７時３０分～１９時
場所　小学校体育館

＊「剣道体験」
期日　６月１９日（金）、６月２６日（金）
時間　１８時３０分～１９時３０分
場所　小学校体育館

＊「弓道体験」
期日　７月２９日（水）、７月３１日（金）
時間　１０時～１２時
場所　蜂ヶ峯弓道場

＊「だがしや体験」
期日　４月２３日（木）、５月２１日（木）
時間　１６時３０分～１８時
場所　小学校 CSルーム

＊「自然観察（海）」
期日　７月２７日（月）
時間　１３時～１８時
場所　文化会館、通津美が浦公園

＊「自然観察（森）」
期日　１１月２１日（土）
時間　９時～１５時
場所　広島市森林公園こんちゅう館

＊「和太鼓どんどん体験」
期日　６月５日（金）、７月１０日（金）
時間　１８時～１９時
場所　文化会館　ステージ

＊「パソコンでイラスト体験」
期日　７月１７日（金）、７月２４日（金）
時間　１９時～２０時
場所　総合コミュニティセンター

☆令和８年度  「わきあいキッズ」紹介
　各団体のご協力に感謝！

　新年度が始まり、「わきあいキッズ」の活動もスタートしました。以下の
とおり各団体のご理解、ご協力により今年度も子どもたちに多彩な体験活動
の場を準備することができました。関係の皆さまに感謝申し上げます。

☆新１年生初めての給食
　４月１３日、和木
小学校に入学した新
１年生が小学校での
初めての給食を味わ
いました。
　メニューは、チキ
ンカレーライスとフ
ルーツのヨーグルト
和えでした。お行儀よく楽しく食べることができて
いました。
　年度始めの給食準備は、６年生のお兄さん、お姉
さんが手伝ってくれます。頼もしい上級生の手際の
よい配膳を見習って、１年生も４月中には配膳を行
うようになります。
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いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

骨髄バンク登録
肝炎検査

エイズ検査

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

  9：00～11：00

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～15：30
13：30～15：30

５月１２日（火）※毎月第2火曜日
５月２６日（火）※毎月第4火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

　　　　　　　　※第２・4火曜日
５月１２日（火）・２６日（火）

５月２０日（水）※毎月第3水曜日
５月２７日（水）※毎月第4水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

　親子のコミュニケーションのための場所を提供し
ています。事前申し込みは不要です。
日時　５月２０日（水）
　　　１０時～１１時３０分
場所　和木 2丁目第 3集会所
　　　（山の手集会所）
参加費　１家族１００円
問　和木町社会福祉協議会（☎５２－８６４４）

すくすく計測相談会

日時　●５月１３日（水）１０時～１１時３０分受付
　　　●６月   ４日（木）１０時～１１時３０分受付

妊産婦サロン（個別）
健康プログラム

面接相談
子育てサロン「たんぽぽ」

 ５ 月２０日（水）

すくすく計測相談会
妊産婦サロン（集団）

 ６ 月  ４日（木）

すくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダー

※詳細は下記をご覧ください。

子育て
掲示板

対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他保健、
　　　栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター
　　　　　（☎５２－７２９０）
　※事前の申込みは不要です。

子育てサロン「たんぽぽ」

　保育教諭による、子育て相談、親子遊びなどの催
しや、季節ごとのイベント等を行っています。事前
申し込みは不要です。
日時　毎週火・金曜日
　　　9時３０分～１２時
※行事等で開催しない日もあり
ます。ご確認ください。

場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園（☎５２－２７０７）

地域子育て支援センター

　未就園児の身体計測を行っています。
保健師、栄養士による個別相談もできま
す。お気軽にご利用ください。 

保健相談センター内（☎５２－７２９０）

和木町こども家庭センター和木町こども家庭センター

すくすくすくすくすくすくすくすく

こども家庭センターは、妊産婦・子育て世帯・子ども
が気軽に利用できる身近な相談機関です。
「どこに相談したらよいか分からない」、といったこと
も、お気軽にご相談ください。

 ５ 月２１日（木）
 ５ 月２２日（金）

すくすく計測相談会 ５ 月１３日（水）

福祉まつり・すくすくフェスタ ６ 月  ６日（土）

福祉まつり・すくすくフェスタ

　〈福祉まつり〉
時間　９時３０分～１３時
場所　総合福祉会館
　　　総合コミュニティ
　　　センター

　〈すくすくフェスタ〉
時間　１０時～１２時
場所　保健相談センター

ご来場お待ちしております！

６月６日（土）

無料

〈場　　所〉  保健相談センター
〈持 参 物〉  母子健康手帳
〈相 談 員〉  助産師　　毛利　弘美　先生
〈申込方法〉  事前予約が必要です。（母子モでも予約可能です）

　　　  　　保健相談センターまでご連絡ください。
　　　　  　（☎５２-７２９０）

集団

個別

５月２１日（木）

６月４日（木）
時間：１０時～１１時３０分

①１０時～　②１１時～　１時間程度

妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、授乳、
離乳食の相談などゆっくり相談できます。

助産師によるミニ講話「離乳食について」を開催し
ます♪
すくすく計測相談会と同日開催ですのでお気軽にご
参加ください♪
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　対象の方に、下記のとおり予防接種費用の一部を助成します。

指定医療機関　町　内：木村医院・中村クリニック
　　　　　　　岩国市：友田ファミリークリニック・ひろいし小児クリニック・岩国医療センター・
　　　　　　　　　　　じんこどもクリニック・ふじもと小児科
　　　　　　　広島県：広島西医療センター（おたふくかぜのみ）・シルククリニック・しまだファミリークリニック・
　　　　　　　　　　　こうろ皮ふ科（インフルエンザのみ）・だいこく小児科クリニック・広島総合病院
接種方法　指定医療機関に設置してある「和木町こども任意予防接種費用助成金交付申請書兼委任状」を記入し、

接種を受けてください。（要予約）
持参物　母子健康手帳・保険資格が確認できるもの（マイナ保険証、資格確認書、生活保護世帯は医療依頼書）
注意事項 
・指定医療機関外で接種をされた場合、償還払いができます。詳細は、保健相談センターへお問い合わせください。
・予診のみの場合は対象となりません。体調のよいときに受けてください。
・転出日当日から和木町の助成を受けることができません。
・医療機関が定める接種料金から、助成金額を差し引いた額をお支払いください。
　（接種料金は医療機関により異なりますので、事前に医療機関にお問い合わせください。）

予防接種名

おたふくかぜ

インフルエンザ（小児）※1

対象年齢
１回目：１歳から２歳になる前日
２回目：年長児（３月末日まで）

６カ月から小学６年生
中学１年生から中学２年生

回 数
１ 回
１ 回

毎年度２回
毎年度１回

助成金額※2（1回あたり）

３，０００円

２，５００円

　※１インフルエンザ（小児）予防接種は１０月１日～２月末日までの接種が対象です。
　※２生活保護世帯は医療依頼書が必要です。

任意予防接種費用助成事業のお知らせ令和８年度

問　保健相談センター　
　　（☎５２－７２９０）

●医師会病院救急センターの診療体制（☎21-1199）
診療科目　内科・小児科・外科・歯科
受付時間・月曜      ：19 時～ 21 時 30 分（内科）
　　　　・火曜～土曜：19 時～ 21 時 30 分（内科・外科）
　　　　・日曜・祝日 ：9時～ 16 時 30 分（内科）
                    　　　　　　 9 時～ 18 時（外科）
                    　　　　　　 9 時～ 11 時 30 分（小児科・歯科）
　　　　●来院型オンライン診療
　　　　　※事前に電話連絡が必要
　　　　・木曜・日曜 ：19 時～ 21 時 30 分（小児科 4歳以上）
　　　　・日曜・祝日 ：17 時～ 21 時 30 分（内科）
注意事項　オンライン診療の日曜・祝日の内科は、17 時～ 19

時まで対面で医師が診察する日がありますので、
電話で確認の上受診してください。

●救急医療の相談

【救急相談センター広島広域都市圏】
　電話番号　＃７１１９（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　 　   ０８２－２４６－２０００
　　　　　　　（つながらない場合や携帯電話から）
　相談時間　２４時間３６５日
【山口県小児救急医療電話相談】
　電話番号　＃８０００（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８３－９２１－２７５５
　　　　　　　（つながらない場合や携帯電話から）
　相談時間　19 時～翌朝８時
　相 談 料　無料（通話料はかかります）

からだ
応援ページ

乳がん検診の受診はお早めに！～受診券は５月中にお届けします～
和木町では、健康増進法に基づき、４０歳以上の方に乳がん検診を実施しています。申し込
みをされていない方で、受診を希望される方は、保健相談センターにご連絡ください。受診券
が届き次第、早めの受診をおすすめします。

　臨床心理士・公認心理師による個別相談を行ってい
ます。ご自身やご家族の悩みなど、お気軽にご利用く
ださい。
日　　時　５月２０日（水）
　　　　　①１４時～　②１５時～　１時間程度
相 談 員　臨床心理士・公認心理師　玉田　和子 先生
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

面接相談 休日・救急医療

急な 病気 けがや で救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…

延美体操延美体操健康プログラム 体験
えん　　び

★準備していただくもの★ 
 運動のできる服装・シューズ・タオル・水分補給用のお茶等

主催：和木町保健相談センター

今日から始める
R

塩化ビニールパイプを使った簡単な体操です。
筋力がつき、柔軟性も養えます

健康運動指導士　脇　雅美　氏
和木町在住の方　約 30名
※医師から運動を禁止されていない方

５月２２日●　13:30～15:00
和木町総合コミュニティセンター ３階 集会室
保健相談センター（☎５２－７２９０）へご連絡ください。

講師

対象

日時

会場

申込

金
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国
民
健
康
保
険
の
届
出
は
お
す

み
で
す
か
？

高
齢
者
実
態
調
査
の
た
め
民
生

委
員
が
お
伺
い
し
ま
す

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

活
動
強
化
週
間

令
和
８
年
度
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介

助
員
養
成
講
習
会
受
講
生
募
集

敬
老
金（
前
期
）の
申
請
に
つ
い
て

（独）勤労者退職金共済機構
お気軽にお問合せください

中小企業退職金共済事業本部
〒170-8055  東京都豊島区東池袋1-24-1
TEL（03）6907-1234  FAX（03）5955-8211

中
小
企
業
の
退
職
金

国
の
制
度
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
な
ら…

● 

掛
金
の一
部
を

　

 

国
が
助
成
し
ま
す
。

● 

掛
金
は
全
額
非
課
税

　

 

手
数
料
も
不
要
で
す
。

● 

外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
が

　

 

簡
単
で
す
。

● 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
も
加
入

　

 

で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査
の
た
め
、

担
当
地
区
の
民
生
委
員
が
対
象
者
の
皆
さ

ま
の
お
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

訪
問
し
ま
し
た
際
は
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者

〇
75
歳
以
上
ひ
と
り
暮
ら
し

〇
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯

〇
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
・
あ
ん
し
ん

情
報
カ
プ
セ
ル
に
つ
い
て

　

民
生
委
員
が
伺
っ
た
際
に
、
災
害
時
要

援
護
者
支
援
制
度
と
あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ

セ
ル
に
つ
い
て
の
説
明
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

5
月
12
日
㈫
〜
18
日
㈪
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
存
在
や
活
動
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
活
動
強
化
週
間
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律
に
基
づ

い
て
委
嘱
さ
れ
た
地
方
公
務
員
で
す
。
皆

さ
ん
が
生
活
す
る
上
で
の
困
り
ご
と
に
、

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
紹
介
や
助
言
を
行
い
、

行
政
や
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
現
在
、
17
名
の
方
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
活
の
心
配
事
や
困
り
事

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

盲
ろ
う
児
・
者
（
視
覚
・
聴
覚
の
障
が

い
を
あ
わ
せ
も
つ
方
）
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
学

習
や
通
訳
・
介
助
の
実
習
を
通
し
て
、
盲

ろ
う
児
・
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
た
め
、

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
を
養
成
し
ま
す
。

日
時　

6
月
27
日
／
7
月
11
日
、
25
日
／

8
月
8
日
、
22
日
／
9
月
26
日
／
10
月
17

日
、
31
日
／
11
月
7
日
（
全
9
回
）
各
10

時
〜
16
時

場
所　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
他

対
象
者　

県
内
在
住
者
で
全
講
座
の
受
講

が
可
能
な
方
（
障
が
い
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。）

定
員　

20
名
程
度

受
講
料　

無
料
（
実
習
費
・
交
通
費
・
昼

食
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

申
込
期
限　

6
月
5
日
㈮ 

必
着

申
・
問　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー　
（
山
口
市
鋳
銭
司
南
原
2
3
6
4
ー
1
）

（
☎
0
8
3
ー
9
8
5
ー
0
6
1
1
）

　

国
保
に
加
入
、
脱
退
す
る
と
き
は
、
14

日
以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

保
険
料
は
届
出
を
し
た
日
で
は
な
く
、
資

格
が
発
生
し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
届
出
前
の

期
間
の
医
療
費
が
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。

脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

資
格
が
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
資
格
で

受
診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、
返
金
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
届
出
の
際
は
、
資
格
異
動
日
の

確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
も
の
を
ご

持
参
の
上
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
を
外
れ
た
証
明
書

（
資
格
喪
失
証
明
書
や
離
職
票
な
ど
）

・
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の
、
届
出
人
の
身
分
証
明
書

脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
資
格
確
認
書
又
は
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
（
対
象
者
全
員
分
）
又

は
資
格
取
得
証
明
書

・
国
保
の
資
格
確
認
書
又
は
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
（
返
却
の
た
め
）

・
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の
、
届
出
人
の
身
分
証
明
書

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢

者
の
方
に
対
し
て
敬
老
の
意
を
表
し
、
あ

わ
せ
て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
対
象
者
に
は
5
月
上
旬
に
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
5
月
27
日
㈬
ま
で

に
保
健
福
祉
課
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
回
敬
老
金
の
支
給
を
受
け
た

方
の
申
請
は
不
要
で
す
。
前
回
と
同
じ
口

座
に
振
込
み
ま
す
の
で
、
口
座
を
変
更
し

た
い
方
は
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　

敬
老
金
の
給
付
は
、
満
75
歳
の
誕
生
日

の
属
す
る
月
か
ら
始
ま
り
、
6
月
に
4
〜

9
月
分
、
12
月
に
10
月
〜
3
月
分
を
給
付

し
ま
す
。

対
象
者

　

満
75
歳
以
上
の
方
で
、
和
木
町
に
1
年

以
上
居
住
し
て
い
る
方

※
新
規
対
象
者
（
昭
和
26
年
4
月
1
日
〜

昭
和
26
年
9
月
30
日
生
ま
れ
の
方
）

支
給
額
（
4
月
〜
9
月
分
）

75
歳
〜
80
歳
未
満
…
…
1
2
，
0
0
0
円

80
歳
以
上
…
…
…
…
…
1
8
，
0
0
0
円

※
新
規
対
象
者
は
誕
生
月
か
ら
の
支
給
額

に
な
り
ま
す

支
払
方
法

　

申
請
さ
れ
た
金
融
機
関
口
座
へ
の
振
込
み

※
昭
和
26
年
10
月
1
日
か
ら
昭
和
27
年
3

月
31
日
生
ま
れ
の
方
の
支
給
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
11
月
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）
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子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

令
和
８
年
度
要
約
筆
記
者
養
成

講
座
受
講
者
募
集

出
産
前
後
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
に
な
り
ま
す

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
予
約
を

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
知
っ
て

い
ま
す
か

シ
ル
バ
ー
会
員
募
集

お
仕
事
も
承
っ
て
い
ま
す

持
参
品　

筆
記
用
具

・
手
書
き
コ
ー
ス
希
望
者
は
ロ
ー
ル
用
ペ

ン
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
用
ペ
ン
、
手
袋

・
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
希
望
者
は
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
（W

indow
s11

）
及
びL

A
N

ケ
ー
ブ
ル

申
込
期
限　

6
月
1
日
㈪　

必
着

申
・
問　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
（
山
口
市
鋳
銭
司
南
原
2
3
6
4
ー
1
）

（
☎
0
8
3
ー
9
8
5
ー
0
6
1
1
）

　

出
産
（
予
定
）
日
の
属
す
る
月
の
前
月

か
ら
４
カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
に
な
り
ま
す
。
認
め
ら
れ
た
免
除
期
間

は
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
届
出
は
、
出
産
予
定
日
の
6
か
月
前

か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の

・
出
産
前
…
母
子
健
康
手
帳
な
ど

・
出
産
後
…
被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の

場
合
は
出
生
証
明
書
な
ど

問　

岩
国
年
金
事
務
所

（
☎
24
ー
2
2
2
2 

※
自
動
音
声
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）　

　

町
内
に
住
む
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、

働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
健
康
な
方
を
募

日
時　

5
月
16
日
㈯

受
付　

11
時
30
分
〜
12
時

場
所　

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費　

こ
ど
も　

無
料

保
護
者　

3
0
0
円

申
込
方
法　

先
着
25
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の

た
め
、
13
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
7
7
7
ー
0
7
7
8
）

　

厚
生
労
働
省
の
定
め
る
要
約
筆
記
者
養

成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
聴
覚
障
が

い
者
に
対
し
て
、
手
書
き
ま
た
は
パ
ソ
コ

ン
に
よ
り
、
話
の
内
容
を
そ
の
場
で
要
約

し
、
文
字
に
し
て
伝
え
る
要
約
筆
記
者
の

養
成
講
座
で
す
。

日
時　

6
月
14
日
㈰
〜
12
月
6
日
㈰

毎
週
日
曜
日
（
全
24
回
）
10
時
〜
17
時

※
8
月
16
日
、
11
月
15
日
を
除
き
ま
す
。

場
所　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

他対
象
者　

県
内
在
住
者
で
要
約
筆
記
に
よ

る
聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
術
の
習
得
に
熱
意
の
あ
る
方

定
員　

20
名
程
度

受
講
料　

無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
4
，
5
0
0
円
及
び
送
料
が
別
途
必
要
）

集
し
て
い
ま
す
。

※
入
会
に
は
年
会
費
3
，0
0
0
円
（
傷
害
・

損
害
保
険
料
を
含
む
）
が
必
要
で
す
。

主
な
仕
事
の
内
容

〇
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
草
抜
き
・
草
刈
・
植

木
剪
定
・
清
掃
作
業

〇
美
術
館
の
受
付
管
理
業
務

〇
事
務
所
の
清
掃
作
業

〇
道
海
公
園
の
清
掃
等
の
管
理
業
務

〇
夏
季
プ
ー
ル
の
清
掃
管
理
業
務

〇
一
般
家
庭
の
草
抜
き
・
庭
・
畑
・
山
の
草
刈
、

植
木
剪
定
及
び
竹
木
等
の
伐
採

〇
一
般
家
庭
の
粗
大
ゴ
ミ
及
び
剪
定
屑
等
の

運
搬
処
分
作
業

〇
一
般
家
庭
の
家
具
の
移
動
及
び
簡
単
な
引

越
し
作
業　

な
ど

常
時
お
仕
事
承
り
中

○
お
申
し
込
み
は
お
電
話
で
可
能
で
す
。

○
受
付
時
間　

9
時
〜
15
時
30
分

○
土
・
日
・
祝
日
は
休
業
で
す
。

申
・
問　

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
会
館
内
）（
☎
53
ー
8
0
5
5
）

　

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務
所
で

は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
、「
事
前
予
約
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

待
た
せ
時
間
の
少
な
い
予
約
相
談
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
「
予
約
受
付
専
用
電
話
」

（
☎
0
5
7
0
ー
05
ー
4
8
9
0
）

受
付
時
間　

月
曜
〜
金
曜
（
平
日
）

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

予
約
相
談
希
望
日
の
1
か
月
前
か
ら
前
日

ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所

（
☎
24
ー
2
2
2
2
） 

※
自
動
音
声

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

　

和
木
町
に
は
、
町
長
が
推
薦
し
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
2
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
り
、
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

特
設
人
権
相
談
所

日
時　

6
月
3
日
㈬　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所　

文
化
会
館
１
階
講
習
室

相
談
内
容

・
差
別
や
暴
行
、
虐
待
を
受
け
た

・
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た

・
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た

・
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
さ
れ
た

　

な
ど
、
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問　

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
1
1
2
5
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）
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町
民
相
談

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

行
政
相
談

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

宝
く
じ
の
助
成
金
で
消
防
団
の

活
動
服
を
購
入
し
ま
し
た

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち『
ち
ょ
こ
の
会
』

あ
い
あ
い
バ
ス
の
平
日
ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
知
ら
せ

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の

と
お
り
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

図
書
館
の
返
却
B
O
X
も
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日
時　

5
月
3
日
（
㈰
・
祝
）、

　
　
　

5
月
5
日
（
㈫
・
祝
）、

　
　
　

5
月
6
日
（
㈬
・
祝
）

問  

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い
を

持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な
自
立

を
促
し
、
社
会
参
加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時　

5
月
13
日
㈬　

14
時
30
分
〜
15
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

問　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
は
っ
ち
ー
ず
」

は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま
す
。

　

丁
寧
に
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

5
月
14
日
㈭　

9
時
30
分
〜
11
時

場
所　

文
化
会
館
2
階
研
修
室

問　

教
育
委
員
会
事
務
局
（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
（
和
木
駅
）
の
列
車
時
刻

に
合
わ
せ
て
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
お
乗
り
換

え
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
日
の
17
時
台
お
よ

び
18
時
台
の
便
の
時
刻
表
を
改
正
し
ま
す
。

１
． 

改
正
日
（
適
用
開
始
日
）

　

令
和
8
年
5
月
1
日
㈮
よ
り

※
新
し
い
時
刻
表
は
、
和
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
あ
い
あ
い
バ
ス
」
ペ
ー
ジ
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

２
．
改
正
対
象
便
（
平
日
の
み
）

瀬
田
ル
ー
ト
及
び
関
ヶ
浜
ル
ー
ト
の
17
時
台
の
便

瀬
田
ル
ー
ト
及
び
関
ヶ
浜
ル
ー
ト
の
18
時
台
の
便

問　

企
画
総
務
課　
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

〜
宝
く
じ
が
社
会
に
貢
献
し
ま
す
〜

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
い

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、

消
防
団
の
夏
用
の
活
動
服
（
58 

着
）
を
購

入
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
で
購
入
し
た
活
動
服
は
通
気

性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
団
員
の
熱
中

症
対
策
と
し
て
も
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
調
し
た
装
備
で
、
地
域
の
防
火
・
防
災
体

制
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

企
画
総
務
課

 　
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
月
・
水
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問　

町
民
相
談
室
（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催　

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時　

5
月
20
日
㈬　

9
時
〜
12
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

5
月
19
日
㈫　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

5
月
15
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問　

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

5
月
12
日
、
19
日
、
26
日

　
　
　

9
時
〜
17
時

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
5
日
は
お
休
み
で
す
）

場
所　

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員　

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問　

役
場
議
会
棟
相
談
室（

☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時　

5
月
21
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
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町
内
一
斉
清
掃

送
電
線
鉄
塔
建
替
工
事
に
伴
う

大
型
車
両
の
通
行
等
に
つ
い
て

心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

の
軽
自
動
車
税
減
免
制
度

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
（
軽
課
）

和
木
町
暮
ら
し
応
援
商
品
券

は
、
５
月
利
用
開
始
で
す

の
受
渡
期
間
は
令
和
8
年
10
月
30
日
㈮
ま

で
で
す
。

詐
欺
な
ど
に
注
意
く
だ
さ
い

　

商
品
券
の
配
布
に
際
し
、
町
ま
た
は
そ
の

他
の
団
体
・
関
係
機
関
等
が
金
銭
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な

事
例
を
見
聞
き
し
た
場
合
は
、
企
画
総
務
課

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　

グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
は
、
環
境
負

荷
の
小
さ
い
軽
自
動
車
（
新
車
に
限
る
）
を

取
得
し
た
翌
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
税
率

を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

令
和
8
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
検

査
証
の
「
初
度
検
査
年
月
」
が
令
和
7
年
4

月
か
ら
令
和
8
年
3
月
の
も
の
に
つ
い
て
、

一
定
の
環
境
性
能
を
満
た
す
車
両
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

※
令
和
7
年
度
に
軽
課
を
受
け
た
車
両
は
、

令
和
8
年
度
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

納
税
証
明
書
の
送
付
の
廃
止

　

軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
（
軽

J
N
K
S
）
の
運
用
が
は
じ
ま
り
、
車
検
時

に
お
け
る
紙
の
納
税
証
明
書
の
提
示
が
原
則

不
要
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
口
座
振
替

に
よ
り
軽
自
動
車
税
を
納
付
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
口
座
振
替
の
翌
月
中
旬
ご
ろ
に
軽
自

動
車
税
領
収
書
・
車
検
用
納
税
証
明
書
を
送

付
し
て
い
ま
し
た
が
、
軽
J
N
K
S
開
始
に

伴
う
経
費
削
減
、
省
資
源
化
推
進
の
た
め
、

令
和
8
年
度
よ
り
送
付
を
廃
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

紙
の
車
検
用
納
税
証
明
書
が
必
要
な
場
合

に
は
、
本
人
確
認
書
類
ま
た
は
車
検
証
を
お

持
ち
い
た
だ
き
、
納
税
確
認
の
上
、
窓
口
に

て
発
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
使
用
す

る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
（
障
が
い
の

区
分
及
び
級
別
）
を
満
た
す
場
合
、
減
免
の

申
請
書
を
税
務
課
に
提
出
す
る
こ
と
で
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

※
軽
自
動
車
に
は
、
原
動
機
付
自
転
車

（
1
2
5
㏄
以
下
ま
た
は
0
・
6
kw
以
下
）、

二
輪
車
（
2
5
0
㏄
以
下
）
及
び
二
輪
の

小
型
自
動
車
を
含
み
ま
す
。

申
込
期
限　

5
月
25
日
㈪

問　

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

　

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
に
よ

り
、
瀬
田
、
関
ヶ
浜
地
区
の
山
中
の
送
電
線

鉄
塔
の
建
替
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
工
事

期
間
中
は
、
大
型
車
両
の
通
行
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
の
空
輸
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
工

事
は
、安
全
最
優
先
で
進
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
期
間　

令
和
8
年
5
月
12
日
㈫
か
ら
令

和
11
年
3
月
31
日
㈯

発
注
者　

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会

社　

山
口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

送
電

第
一
課

施
工
者　

株
式
会
社
共
同
建
設

（
☎
44
ー
1
1
9
3
）

　

春
の
町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

5
月
10
日
㈰　

8
時
〜

※
荒
天
の
場
合
は　

5
月
17
日
㈰
に
延
期

注
意
事
項

○
家
庭
の
剪
定
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、
別
々
に
し

て
路
肩
等
に
積
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交

差
点
の
近
く
に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
家
計
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、4
月
に「
和

木
町
暮
ら
し
応
援
商
品
券
」
を
町
民
の
皆
さ

ま
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。
商
品
券
の
ご
利
用

は
10
月
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ご
不
在
等
に
よ
り
4
月
中
に
受
取
が
出
来

な
か
っ
た
世
帯
の
商
品
券
は
、
役
場
で
保

管
し
て
い
ま
す
。
再
送
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
役
場
企
画
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
役
場
で
直
接
受
取
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
受
取
人
様
の
身
分
証

明
書
（
顔
写
真
付
き
の
場
合
は
1
点
、
顔

写
真
が
付
い
て
い
な
い
も
の
の
場
合
は
2

点
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
受
取
人
様
が

世
帯
員
以
外
の
場
合
は
、
身
分
証
明
書
に

加
え
、
申
出
書
が
必
要
で
す
。）。
商
品
券
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和
木
町
奨
学
生
を
募
集
中

第
１
回　
和
木
大
学

防
火
管
理
講
習

小
学
生
向
け
公
民
館
講
座

（
英
語
・
そ
ろ
ば
ん
）
募
集

　

な
お
、
長
期
間
滞
納
さ
れ
た
場
合
は
、
延

滞
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
和
木
町
奨
学
金
は
、
返
済
義
務
の
あ
る
貸

与
型
で
、
無
利
子
の
貸
付
制
度
で
す
。

申
込
期
限
　
5
月
8
日
㈮　

必
着

申
・
問
　
教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

◎
詳
細
は
和
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
審
査
基
準
額
の
確
認
及
び
申

請
書
類
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　

第
１
回
和
木
大
学
を
開
催
し
ま
す
。
初
回

は
開
講
式
に
続
け
て
、
和
木
大
学
の
重
岡
良

典
学
長
よ
り
「
今
年
の
干
支
は
丙
午
（
ひ
の

え
う
ま
）
人
間
万
事
塞
翁
が
丙
午
」
を
テ
ー

マ
に
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
5
月
29
日
㈮　

14
時
〜

場
所
　
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

3
階
集
会
室

和
木
大
学
と
は

　

和
木
大
学
は
、
60
歳
以
上
の
方
々
を
対
象

と
し
た
生
涯
学
習
講
座
で
、
町
内
に
在
住
す

る
60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、身
近
な
も
の
を
題
材
に
し
、

健
康
学
習
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
年
度
内
に
開
催
さ
れ
る
所

定
の
講
座
の
半
数
以
上
に
出
席
し
、
か
つ
人

権
教
育
の
講
座
を
受
け
た
方
は
進
級
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
受
講
年
数
に
応
じ
て
「
学

士
」
〜
「
名
誉
教
授
」
ま
で
和
木
町
独
特
の

称
号
が
あ
り
ま
す
。

　

入
学
希
望
の
方
は
コ
ミ
セ
ン
事
務
室
に
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

問  

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

甲
種　

６
月
24
日
㈬
·
25
日
㈭　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

乙
種　

６
月
24
日
㈬　

10
時
〜
16
時

場
所
　
い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
2
階

講
堂

募
集
期
間
　
５
月
21
日
㈭
〜
６
月
3
日
㈬

申
込
み　

一
般
財
団
法
人　

日
本
防
火
・
防

災
協
会
（
☎
03
ー
6
2
6
3
ー
9
9
0
3
）

問
　
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

年
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
講
座
〔
英
語
・

絵
画
・
そ
ろ
ば
ん
〕
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

絵
画
は
定
員
に
達
し
て
お
り
ま
す
が
、英
語
、

そ
ろ
ば
ん
は
ま
だ
定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま

す
。
申
込
書
は
小
学
校
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
コ
ミ
セ
ン
事
務

室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
先
は
小
学
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
間
違
え
の
無
い
よ
う
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
　
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　

提
出
期
限
が
間
近
の
た
め
、
申
請
を
予
定

し
て
い
る
方
で
、
書
類
の
提
出
が
お
済
で
な

い
方
は
、
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

貸
付
要
件

○
高
校
生
・
大
学
生
（
短
大
生
含
む
）・
大

学
院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修
学
校

生
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

○
学
業
優
秀
で
あ
る
こ
と

○
本
町
に
2
年
以
上
住
所
を
有
す
る
者
の
子

で
あ
る
こ
と

○
学
資
の
支
出
が
困
難
で
あ
る
こ
と

貸
付
金
額
　
※
い
ず
れ
も
1
名
あ
た
り
の
月
額

○
大
学
（
短
大
）
生
・
大
学
院
生

　
　

国
公
立　
　

3
5
，
0
0
0
円
以
内

　
　

私
立　
　
　

4
2
，
0
0
0
円
以
内

○
高
校
生

　
　

国
公
立　
　

1
3
，
0
0
0
円
以
内

　
　

私
立　
　
　

2
0
，
0
0
0
円
以
内

○
高
等
専
門
学
校

　
　

国
公
私
立　

2
0
，
0
0
0
円
以
内

○
専
修
学
校

　
　

専
門
課
程　

3
5
，
0
0
0
円
以
内

　
　

高
等
課
程　

1
3
，
0
0
0
円
以
内

提
出
書
類

○
奨
学
金
貸
付
申
請
書　
　

○
在
学
証
明
書

○
成
績
証
明
書
（
出
席
日
数
が
記
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
／
調
査
書
で
も
可
）

○
学
校
長
の
推
薦
調
書
（
次
の
と
お
り
）

　
高
校
・
高
等
専
門
学
校
1
年
生

　

出
身
中
学
校
長
の
推
薦
調
書

　
高
校
・
高
等
専
門
学
校
2
年
生
以
上

　

在
学
高
校
・
高
等
専
門
学
校
長
の
推
薦
調
書

　
専
修
学
校
1
年
生

出
身
中
学
校
・
高
等
学
校
長
の
推
薦
調
書

　
専
修
学
校
2
年
生
以
上

　

在
学
専
修
学
校
長
の
推
薦
調
書

　
大
学
（
短
大
）
1
年
生

　

出
身
高
等
学
校
長
の
推
薦
調
書

　
大
学
2
年
生
以
上

　

在
学
大
学
（
校
）
長
の
推
薦
調
書

貸
付
の
可
否
に
つ
い
て

　

申
請
書
類
を
審
査
し
、
6
月
下
旬
頃
に
決

定
し
ま
す
。
貸
付
が
決
定
さ
れ
た
方
は
、
連

帯
保
証
人
2
名
（
う
ち
1
名
は
保
護
者
）
を

任
命
し
、
誓
約
書
お
よ
び
次
の
証
明
書
等
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
ま
で
に

書
類
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
辞
退
し
た
も

の
と
見
な
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
決
定
を
受
け
た
方
と
保
護
者

（
連
帯
保
証
人
）
…
…
印
鑑
登
録
証
明
書

○
連
帯
保
証
人
（
保
護
者
を
除
く
）
…
…
印

鑑
登
録
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証

明
書

※
連
帯
保
証
人
（
保
護
者
を
除
く
）
は
、
独

立
の
生
計
を
営
む
方
で
、
市
町
村
民
税
又

は
固
定
資
産
税
を
納
付
し
た
方
と
し
て
く

だ
さ
い
。

○
ご
本
人
（
奨
学
生
）
名
義
の
口
座
振
替
申

出
書

貸
付
に
つ
い
て

　

毎
月
10
日
（
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合
は

前
営
業
日
）
に
指
定
口
座
に
入
金
し
ま
す
。

な
お
、初
回
は
貸
付
決
定
後
に
4
月
分
か
ら
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
振
り
込
み
ま
す
。

返
済
期
間

　

各
学
校
を
卒
業
し
て
1
年
後
か
ら
返
済
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
済
期
間
は
在
学

さ
れ
た
期
間
の
2
倍
以
内
と
し
ま
す
。
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道
海
公
園
墓
地
の
募
集

体
育
協
会 

参
加
者
募
集

里山研究会栗園体験事業の募集

　蜂ヶ峯公園隣接栗園の下草刈りから収穫までの
体験参加者を募集します。
　収穫体験時に下草刈り体験参加１回につき岸根栗１㎏を
差し上げます。

日　　程　第１回下草刈り体験日：６月２０日（土）
　　　　　　　　　　　　〔予備日：６月２７日（土）〕
　　　　　〈作業時間の目安〉１０時→集合、１１時半→解散
※雨天が予想される場合は事前に延期連絡いたします。
※８月末に第２回下草刈り体験を、９月・１０月に栗の収穫
体験を予定しております。

参加要件　興味がある方。（１８歳以上）
　　　　　　（下草刈りでは刈払機を使用いたします。
　　　　　　 刈払機の使用方法は里山研究会で指導い
　　　　　　 たします。）
定　　員　５名
必要なもの　帽子、長袖、長ズボン、長靴、タオル、
　　　　　　軍手、熱中症対策
　　　　　　※以下については準備いたします。
　　　　　　　刈払機、防護服、フェイスシールド等
◎年間の事業スケジュール

申込締切：令和８年５月２９日（金）１７時

５月 ６月

下草刈り
（６/20） 下草刈り 収　穫収　穫

７月 ８月 ９月 １０月

申込先 　住民サービス課（☎５２－２１９４）

参加費
無  料

開催中止のお知らせ

　

道
海
公
園
霊
園
の
墓
地
1
区
画
が
返
還
さ

れ
て
空
き
墓
地
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
5
月
31
日
㈰
ま
で

応
募
方
法
　
次
の
2
点
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
墓
地
使
用
許
可
申
請
書
（
住
民
サ
ー
ビ
ス

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）

②
住
民
票
（
本
籍
地
記
載
の
も
の
）

使
用
資
格
者
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
町
内
に
、
1
年
以
上
継
続
し
て
本
籍
又
は

住
所
を
有
し
て
い
る
方

②
町
内
に
、
5
年
以
上
継
続
し
て
本
籍
又
は
住

所
を
有
し
て
い
る
方
が
死
亡
し
た
場
合
に
お

い
て
、
死
後
1
年
以
内
に
使
用
す
る
方

使
用
料
　
60
万
円
（
永
代
使
用
料
と
墓
石
代

金
を
含
ん
だ
金
額
で
、
墓
地
使
用
許
可
後
に

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

使
用
者
の
決
定
方
法

　

申
請
者
数
が
募
集
数
を
上
回
る
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
使
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
抽
選

日
は
、
後
日
申
請
者
に
通
知
し
ま
す
。

※
注
意

　

墓
地
を
使
用
で
き
る
の
は
、
１
世
帯
に
つ

き
１
区
画
の
み
で
す
。

問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

日
時
　
6
月
6
日
㈯　

9
時
〜
13
時

　
　
　
（
雨
天
順
延
）

会
場
　
和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　
（
体
育
セ
ン
タ
ー
前
）

主
催
　
和
木
町
体
育
協
会

参
加
料  

1
ペ
ア　

1
，
0
0
0
円

　
　
　
　
（
大
会
当
日
徴
収
）

試
合
方
法
　
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

規
則
に
沿
っ
て
進
行
し
ま
す

申
込
方
法
　
体
育
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
み

申
込
期
限
　
5
月
31
日
㈰

問
　
体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

和
木
町
近
郊
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

日
時
　
6
月
7
日
㈰　

9
時
〜

場
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー

主
催
　
和
木
町
体
育
協
会

種
目

・
男
子 

Ａ
級
複
・
Ｂ
級
複
・
Ｃ
級
複
・
Ｄ

級
複

　
　

（
経
験
2
年
未
満
、
70
歳
以
上
対
象
）

・
女
子 

Ａ
級
複
・
Ｂ
級
複
・
Ｃ
級
複
・
Ｄ

級
複

　
　

（
経
験
2
年
未
満
、
70
歳
以
上
対
象
）

試
合
方
法
　
予
選
リ
ー
グ
及
び
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

参
加
料
　
一
般　
　
　

1
，
7
0
0
円
／
名

　
　
　
　

高
校
生　
　

1
，
2
0
0
円
／
名

　
　
　
　

65
歳
以
上　

1
，
2
0
0
円
／
名

申
込
期
限
　
5
月
28
日
㈭
必
着

問
　
体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

　５月３０日（土）～６月１４日（日）に、和木
美術館（アートウイング）で開催を予定して
おりました「Happy Birthday マリリン展」
は、諸般の事情により開催を中止することと
なりました。
　楽しみにお待ちいただいていた皆さまに
は、多大なご迷惑をおかけしますことを深く
お詫び申し上げます。
　何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げ
ます。

問い合わせ　総合コミュニティセンター
　　　　　　（☎５２－２１９１）
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＜わきさんぽ２周目　＃10　蜂ヶ峯編　抜粋＞

　４月になり、和木町では桜が咲き始め、美しい春の雰
囲気に包まれました。
　私は桜のスポットを探しながら町の中を歩き、いろい
ろな場所を訪れました。その中で、普段は気づかずに通
り過ぎてしまうような、素敵な場所をたくさん見つけま
した。
　少し立ち止まってみると、身近な景色の美しさに改め
て気づくことができます。春は自然を楽しむだけでなく、
人と人とのつながりを感じる季節でもあると思います。
　４月１９日には、グラウンドゴルフ親子大会が開催さ
れ、私もスタッフとして参加しました。
　まだ始めたばかりですが、グラウンドゴルフの楽しさ
や温かいコミュニティにすでに魅力を感じています。

　みなさん、こんにちは！４月１日から地域おこし協力
隊として着任しました、藤野翔太郎です。 
　これから和木町の一員として活動できること、とても
ワクワクしています。どうぞよろしくお願いします！

　岩国や広島に行くのに駅からのアクセスが良く、少し
歩けば落ち着いた美しい風景が広がっていて、すごく素
敵な町だなと感じています。 
　何より、初日からみなさんに温かく迎えていただけた
のが本当に嬉しかったです！人の温かさが、この町の大
きな魅力だと感じています。

　まだ少し回らせていただいたばかりですが、休日にも
ゆっくり散歩してみて「あ、ここも素敵だな」という魅
力がいたるところに隠れているのを感じています。 
　そんな和木町の魅力を、動画を通して必要としている
方々へしっかり届けていきたいと思っています。

　地域おこし協力隊として和木町に来てから、映
像制作を通して町の魅力を発信してきました。取
材を通して多くの方に出会い、和木町はたくさん
の人に支えられている町だということを実感しま
した。
　昔の写真から現代の場所を当てるクイズ番組
「むかしのまちなみクイズ」、和木町や周辺地域で
採れる食材を使って季節のパスタを紹介する「続
パスタ道」、首都圏出身の私の視点で和木町の魅力
を再発見する「わきさんぽ２周目」、そして和木町
の歴史を紐解いていく「シリーズ和木町史」など、
さまざまな番組を制作させていただきました。
　「むかしのまちなみクイズ」は福祉まつりでブー
スを出店し、たくさんの方に参加していただいた
ことも印象に残っています。
　番組づくりは、町を歩き、人の話を聞き、初め
て知ることの連続でした。和木町の歴史や暮らし、
そして人のあたたかさに触れることができたのは、
取材に協力してくださった皆さま、番組を見てく
ださった皆さまのおかげです。

３代目地域おこし協力隊 上野優樹 の「活動報告」

５代目地域おこし協力隊 藤野翔太郎 の「活動報告」 ４代目地域おこし協力隊 アンジェリン の「活動報告」

地域おこし協力隊としての
任期は終わりますが、

和木町で出会った人や経験は、
これからの自分にとって大切な財産です。
　３年間、本当にありがとうございました。

春の和木町を歩いてあらためまして自己紹介

和木町の印象

これからやっていきたいこと
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ス
ポ
ー
ツ

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
女
子
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

開催日
場　所
成　績

３月２９日
蜂ヶ峯総合公園グラウンド
準優勝

■ 第20回山口県東部地区交流和木大会

開催日
場　所
成　績

４月５日
蜂ヶ峯総合公園グラウンド
優勝

■ 岩国リーグ第1節

開催日
場　所
成　績

２月１４日
三原市立南小学校
３位

■ オーシャンズカップ

開催日
場　所
成　績

３月８日
愛宕カルチャーセンター
準優勝

■ 岩国市交歓大会

体
育
協
会

〇
弓
道
部

大
会
名
　
中
国
地
域
範
教
錬
士
弓
道
大
会

開
催
日
　
4
月
5
日

場
　
所
　
山
口
市
維
新
百
年
記
念
公
園
弓
道
場

成
　
績
　
団
体
優
勝

（
岩
国
・
田
布
施
と
の
合
同
チ
ー
ム
　
中
村

朋
美
）

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
ー
ル
開
放
期
間

で
の
監
視
員
（
管
理
員
）
を
募
集
い
た
し
ま

す
。
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

募
集
期
限
　
5
月
29
日
㈮

採
用
人
数
　
若
干
名

採
用
条
件
　
健
康
状
態
に
問
題
が
な
く
、
普

通
救
命
講
習
を
受
講
で
き
る
方

※
受
講
日
が
決
ま
り
次
第
別
途
通
知

申
込
方
法
　
履
歴
書
を
体
育
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

勤
務
期
間
　
6
月
17
日
㈬
〜
8
月
31
日
㈪

勤
務
時
間
　
9
時
30
分
〜
13
時

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

勤
務
場
所
　
町
民
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
プ
ー
ル

※
複
数
場
所
で
の
勤
務
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
形
態
　
交
代
制

報
酬
　
1
，
2
2
0
円
／
時
間

選
考
方
法
　
書
類
審
査

そ
の
他
　
①
次
の
場
合
は
、
業
務
を
行
わ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
雨
天
等
天
候
が
不
順
の
場
合

・
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
場

合
・
そ
の
他
、
遊
泳
に
適
さ
な
い
と
思
わ
れ
る

場
合

②
報
酬
の
支
払
い

　
翌
月
払
い
で
口
座
振
込
の
み

問
　
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
2
8
1
1
）
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ペットボトルに
移し替え 消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 250

お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

飲料用ペットボトルへの
移し替えはやめましょう！

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
洗

剤
や
殺
虫
剤
、
燃
料
な
ど
を
移

し
替
え
る
と
色
が
似
て
い
る
飲

料
と
区
別
が
で
き
な
く
な
り
、

移
し
替
え
て
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
い
家
族
な
ど
が
誤
っ
て
飲
ん

で
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
飲
料
用
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
へ
の
洗
剤
や
殺
虫
剤
、

燃
料
な
ど
の
移
し
替
え
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
つ
め
替
え

製
品
や
大
容
量
の
製
品
を
使
用

す
る
と
き
は
、
指
定
以
外
の
容

器
に
は
移
し
替
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
身
の
回
り
に
中
身
が

移
し
替
え
ら
れ
た
飲
料
用
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
な
い
か
を
確
認
し

誤
飲
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

誤
飲
し
て
症
状
が
あ
る
場
合

や
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
場
合

は
誤
嚥
に
よ
り
重
篤
な
化
学
性

肺
炎
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高

い
た
め
、
速
や
か
に
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
故
情
報
】

　

家
族
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
移
し

替
え
た
柔
軟
成
分
入
り
洗
濯
用
合

成
洗
剤
を
誤
飲
し
て
、
化
学
性
肺

炎
に
な
っ
た
。
入
院
が
30
日
以
上

と
な
り
、
退
院
後
も
Ａ
Ｄ
Ｌ（
日

常
生
活
動
作
）
が
著
し
く
低
下
し

て
い
る
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的

と
し
た
継
続
的
な
治
療
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

和

木

短

歌

会

こ
ん
な
に
も
綺
麗
に
食
べ
た
の
初
め
て
と

鯛
の
煮
付
で
母
は
得
意
顔

井
口
美
智
子

忙
し
い
訳
で
も
な
い
の
に
週
末
が

幾
度
も
き
た
る
あ
�
と
い
う
間
に
 

中
礒　

和
子

駆
け
込
み
し
コ
ン
ビ
ニ
の
ト
イ
レ
故
障
中

向
か
い
に
光
る
ホ
�
ム
セ
ン
タ
�

声
高
く
送
辞
と
答
辞
交
わ
し
合
う

卒
業
式
は
さ
よ
な
ら
の
練
習

藤
川　

洋
子

泉
原　

節
子

闇
の
色
刻
々
う
つ
ろ
ふ
月
の
蝕

森
に
埋
め
よ
身
中
の
虫

兼
本　

信
昌

灰
岡　

裕
美

﹁
ご
自
由
に
﹂
山
に
積
ま
れ
し
八
朔
を

二
つ
も
ら
え
ば
酸
�
ぱ
さ
ク
セ
に

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
無
料
配
布

　

和
木
町
快
適
環
境
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
で

は
、
家
庭
で
で
き
る
身
近
な
地
球
温
暖
化
対
策

の
一
環
と
し
て
「
ゴ
ー
ヤ
」
の
苗
を
無
料
配
布

し
ま
す
。

　

暑
い
夏
を
や
わ
ら
げ
る
涼
や
か
な
街
並
み
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

苗
の
配
布
に
つ
い
て

配
布
対
象　

和
木
町
在
住
で
緑
の
カ
ー
テ
ン
に

挑
戦
さ
れ
る
方

配
布
数　

80
苗
（
苗
の
配
布
は
1
世
帯
5
苗

ま
で
）

配
布
日　

5
月
12
日
㈫　

9
時
〜

（
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

配
布
場
所　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
開
庁
時
間
の
み
配
布
）

そ
の
他　

持
ち
帰
り
用
の
袋
等
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い

※
和
木
町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
取
組
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

無
理
の
な
い
範
囲
で
写
真
の
撮
影
提
供
に
ご

協
力
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

今月の納税
　

町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
8
）

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

軽
自
動
車
税　
　
　
　
　
　
　
　

全
期
分

町
営
住
宅
使
用
料　
　
　
　
　
　

５
月
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・
 

上
下
水
道
使
用
料　
　
　
　

3
・
4
月
分

　
　
・・・・・・・・・・・

　
　
　

※
納
期
限
は
6
月
1
日
㈪
で
す
。

〜
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
身
近
な

　
　
　
　
　
地
球
温
暖
化
対
策
〜
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令和8年4月1日現在
総人口　5,575人（－43）
世帯数　2,548世帯（－15）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,841人（－32人）男　2,734人（－11人）
6
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「よろしくお願いします！」
期待の新人職員を紹介します

　この春、期待と緊張を胸に２名の新人職員が仲間に加わ
りました。見かけた際は、ぜひ温かいお声がけをよろしく
お願いいたします。
　ここで、私たちの新しい仲間に質問をしました。
　①所属　②趣味　③座右の銘（または大切にしている言
葉）　④これからの抱負

◆ 田中　駿翔
①都市建設課
②映画鑑賞
③“Live as if you were to 

die tomorrow. Learn as 
i f  y o u  w e r e  t o  l i v e  
forever.”　
日 本 語 訳「明 日 死 ぬ か
の よ う に 生 き ろ。永 遠
に生きるかのように学
べ。」マハトマ・ガンジー
の言葉

④町民の皆さまから信頼
される職員となれるよ
う努力してまいります
の で、こ れ か ら ど う ぞ
よろしくお願いいたし
ます。

◆ 武者　良和
①教育委員会事務局
②旅行
③感謝
④初めてのことばかりな

ので戸惑うこともあり
ますが、少しでも早く
仕事を覚えて、みなさ
まに貢献できるよう頑
張ります。

①安心・安全で栄養バランスの取れ
たおいしい給食を提供する施設

②適正な施設規模とライフサイクル
コストを低減した施設

③効率的で作業環境に配慮した働き
やすい施設

④食育推進、災害対応、環境影響を
考慮した施設

⑤新しい給食センターに最も適した
事業方式の採用

～わきっこの健やかな
　　　　　成長のために～

「給食センター整備室」を
新設しました

　和木町学校給食センター整備基本計画に
示した整備基本方針に基づき、給食セン
ターの整備を進めていくため、令和８年４
月１日付けで「給食センター整備室」を新
たに設置しました。子どもたちに安全・安
心な給食を提供するため、適正な作業環境、
衛生面での安全性に配慮した施設を整備
し、令和１２年第２学期の供用開始をめざ
して取り組んでまいります。
　整備基本方針（和木町給食センター整備
基本計画令和７年４月策定）
　「安心・安全な給食の提供と持続可能な
新しい給食センターの整備」

問　教育委員会事務局（☎５３－３１２３）

たなかむしゃ よし はやとかず
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